
      

 (4) リース取引の処理方法　　　　　　　　　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ファイナンスリースの取引については、通常の賃貸借取引に係る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 方法に準じた会計処理を行っている。

2. 会計方針の変更

    該当事項なし。

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。　       　（単位：円）

科　目 前期末残高 当期末残高

基本財産

  投資有価証券（基） 897,234,258 897,412,692

  定期預金（基） 3,000,000 3,000,000

小　　計 900,234,258 900,412,692

合　　計 900,234,258 900,412,692

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。　　　　　        （単位：円）

科　目 当期末残高
（うち負債に
対応する額）

基本財産

  投資有価証券（基） 897,412,692 ―

  定期預金（基） 3,000,000 ―

小　　計 900,412,692 ―

合　　計 900,412,692 ―

　　　　　科　目 　帳簿価格

　国債　

　第122回利付国庫債券20年

　(南都銀行） 897,412,692

　　　　　合　計 897,412,692

時　価 時価損益

178,434 0

0

1,112,670,000

（注1）時価は取扱証券会社から提供された時価情報で算定している。

900,412,692 0

215,257,308

満期保有目的の債券の内訳、帳簿価額及び時価並びに評価損益は、次のとおりである。　

5.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　    (単位：円）

0

0

897,412,692 0

3,000,000

1,112,670,000

178,434 0

（うち指定正味財
産からの充当額）

178,434 0

　　との差額は投資有価証券の入替に伴う償却原価法適用による会計上の差異である。

(注1）当財団の基本財産は投資有価証券9億円と定期預金3百万円の合計９億３百万円であるが、貸借対照表

0

900,412,692

法　人　名：公益財団法人　吉野川紀の川源流物語

1．重要な会計方針

当期増加額 当期減少額

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法　　　　　　最終仕入原価法による原価法によっている。

3．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

（3）消費税等の会計処理　　　　　　　　　　　　消費税の会計処理は、税込方式によっている。

 (2) 有価証券の評価基準及び評価方法　　　    　償却原価法(定額法）によっている。　　　　　　

財務諸表に対する注記

215,257,308

（うち一般正味財
産からの充当額）



　　    　(単位：円）

補助金の名称 交付者 当期減少額 当期末残高

　　補助金

川上村 19,271,744 0
奈良県林業改
良普及協会 332,000 0

㈱奈良新聞社 215,784 0

合　　計 19,819,528 0

8. 剰余金について

 

　　今年度の収益事業等会計より発生した当期経常増減額　2,029,555円より、法人会計の管理費のうち収益事業等会計に

　按分される額を控除した額の50％に当たる　869,238円を今年度にて公益目的会計へ繰り入れしている。

9.重要な後発事項

内  容

前期期末残高

16,201,050

経常収益への振替額

合　　計

　基本財産運用益の振替額

　　     　(単位：円）

16,201,050

7．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

当期増加額

332,000

215,784

金  額

0

0 19,271,744

6.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。　　　　　　　　

19,819,528

　該当事項なし。



付属明細書

　　　1.　基本財産及び特定資産の明細

・基本財産及び特定資産について、財務諸表の注記に記載しているため、省略する。




